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看護が支える

全員参加型社会の実現を目指して

地域共生社会

【黄綬褒章】野﨑きみ子（茨城県）
【瑞宝双光章】畑中幹子（岩手県）、
那須和子（山形県）、五十嵐克子（群
馬県）、岡村和江（埼玉県）、小林
武士（千葉県）、金山洋子（富山県）、
浦美奈子（石川県）、⻆田敬子（福
井県）、青木春美（静岡県）、野上
宏美（愛知県）、並木みどり、福
岡幸代（大阪府）、岩崎妙子、松
浦正子、森えみ（兵庫県）、藤家
豊美（徳島県）、香川巧（香川県）、
光木久美子（福岡県）、☆松田尚
子（熊本県）、中尾さつき（大分県）
【瑞宝単光章】小山内美智子、鎌
田美佐子、髙木眞弓、冨岡ケイ子、
☆平野良子（北海道）、金澤悦子、
亀井惠子、熊田真紀子、☆佐々木
眞弓（宮城県）、今野笑子、佐々
木恵子（秋田県）、安孫子美智子、
川合由美子、齊藤愛子（山形県）、
齋藤ちづ子（福島県）、小林礼子（茨

　「豊かな環境を整え、地域住民の役に立ちた
い」。岐阜県恵那市岩村町にある有限会社耕グ
ループくわのみは “地域ファースト”をモッ
トーに事業展開してきた。その結果、現在まで
に訪問看護や看護小規模多機能型居宅介護（看
多機）など、7つのサービスを提供するまでに
規模を拡大している。
　くわのみの各事業を統括するのは繁澤弘子さ
ん。保健師と訪問看護師のキャリアの中で、環
境（人・建物・自然）を整えることで、病や障
害を抱えていても利用者の心はより豊かになる
ことを学んだ。看護と福祉の力で、地域住民が
安心して生活できるまちづくりを目指し、2004
年に起業を決意した。誰もが気軽に立ち寄れる
拠点を中心に活動したいという思いから、最初
にグループホームの立ち上げに着手。「24 時間
いつも誰かがいる。その誰かが看護や介護のプ
ロだったらいいなと考えました」
　開設にあたっての資金調達では地域住民の力
を借りた。開設趣旨を説明して回り、賛同者を
一人一人増やし、合計 4,000 万円の個人借り入
れをしてオープンにこぎつけた。オープン後も
くわのみは、住民が支援者として頻繁に出入り
する居場所となった。すると、困り事を繁澤さん

やスタッフに相談するような環境ができ、その
ニーズに応える形でサービスを多角化した。

「地域とつなぐ」視点を持つ

　地域の拠点としてさまざまな相談が寄せられ
るようになると、自然と医療ニーズが多様で困
難な事例の紹介が増えた。そうした事例に一つ
一つ丁寧に対応することで、「くわのみさんな
ら」と周囲からの信頼は増していった。
　退院後に自宅へ戻っても、老老世帯や家族の
介護力が不十分なことから、本人・家族だけで
は生活の継続が困難なことも少なくない。その
ため、訪問看護師は「地域とつなぐ」という視
点を持ち、地域内の資源を活用して生活継続の
可能性を見極める必要がある。
　一方で、「利用者にばかり目を向けてはいけ
ません」と注意を促すのは家族支援専門看護師
で、くわのみスタッフの舩渡弘子さん。介護者
（子）から利用者（親）への虐待事例に対応する
際、孤立しがちな介護者も支援対象として捉え
て介入する必要があるという。中でも、介護職
やケアマネジャーなどと密に関わることをポイ
ントに挙げ、多職種の実践を専門看護師が持つ
知識や技術でサポートするような関係性を保
ち、地域全体の家族支援の質向上に努めている。
　2015 年には、医療ニーズの高い利用者の希
望にさらに柔軟に対応するため、県内南東部（東
濃地域）で初となる看多機の事業所を開所した。

福祉を自分事として捉える仕掛けが必要

　繁澤さんは、くわのみを非常時に頼る場所で
はなく、日常から地域の人々が出入りする場に
することを目指している。それには住民一人一

人に福祉を自分事として捉えてもらう必要があ
り、その仕掛けが必要だ。
　例えば、くわのみの敷地内には石窯があり、
地域のイベント時に焼き立てのピザやパンなど
を提供し、くわのみを知ってもらうきっかけづ
くりとしている。石窯をつくったのは地域の住
民で、イベント時には毎回ボランティアで駆け
つけてくれる。また、実習などの受け入れも、
対象は看護学生に限らない。まちづくりに関心
のある他学部の学生をインターンとして受け入
れ、看多機の利用者との交流を通じたまちおこ
しにも取り組んでいる。「こうした活動を通じ
て、くわのみや福祉をもっと身近な存在と捉え
てほしい」と繁澤さんはその狙いを話す。
　数年前から、障害者や引きこもりの人たちが
集い、働く場をつくることを目的とした「畑プ
ロジェクト」をスタート。将来的には就労支援
事業につなげたい考えだ。地域ファーストで取
り組む繁澤さん。高齢者や障害者でも安心して
生活できるまちを目指し、今日も住民と共に考
え、つくり上げる。
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城県）、齋藤実千代（群馬県）、吉
田あや子（千葉県）、☆守谷眞由
美（東京都）、石田きみ子、伊藤
清子（神奈川県）、鈴木ヒロ子（新
潟県）、前田幸子（石川県）、江守
直美、河波清美、三好啓子（福井
県）、須田 代（山梨県）、山本節子、
☆岩田智惠美（静岡県）、大原ま
ゆみ、工藤すみ（愛知県）、石橋
美年子（滋賀県）、佐金鈴子（京
都府）、兒玉洋子、篠原章子（大
阪府）、青木厚子（兵庫県）、前田
聡子（奈良県）、森國秀美（山口
県）、玉井恵子（愛媛県）、安藤千
草、三池優起子、☆鳥飼恵子、☆
山﨑京子（福岡県）、平恵美、山
本八重（熊本県）、寺沢操（大分県）、
小倉敏子、宮園きよ子（鹿児島県）、
佐久川廣美（沖縄県）
（敬称略、☆は危険業務従事者）

　10 月 21 日、都内で「ひまわり褒
賞 2019」（NPO 法人ひまわりの会
主催）の授賞式が行われた＝写真。
長年、母子保健や子育て支援の分野
で活動してきた団体や個人を表彰す
るもので、日本看護協会からは井本
寛子常任理事が出席した。
　本会は、参加団体として受賞者の
推薦を行っている。今回は、石山光
枝氏（岐阜県看護協会会長）、二宮
一枝氏（岡山県立大学保健福祉学部
看護学科名誉教授）、森本俊子氏（聖
隷浜松病院総看護部長）、福田裕子
氏（まちのナースステーション八千
代統括所長）の 4人が、本会推薦者

　日本看護協会では、認定看護師の
質を担保するため、認定を受けてか
ら 5年ごとの更新制を設けている。
　2019 年認定看護師認定更新審査
では、21 分野の申請者 3,246 人中
3,106 人が合格し、19 分野 72 人が 1
年間の認定期間延長を認められた。
また、再認定審査では、17 分野 89
人の再認定が認められた（分野別合
格者数などの詳細は、本会HP「専
門看護師・認定看護師・認定看護管
理者」＞「審査に関するご案内 認
定看護師」参照）。
　これにより、認定看護師総数は 2
万 1,048 人になった。

第3回 有限会社 耕グループくわのみ
（岐阜県）

訃　報
　名誉会員の鈴木文江様（89 歳）が、
10 月 14 日に逝去されました。謹ん
で哀悼の意を表します。

ひまわり褒賞2019
母子保健に貢献した看護職らを表彰

2019年　認定看護師
認定更新審査・再認定審査結果

2019年 秋の叙勲・褒章

受章おめでとうございます

受章された方は、日本看護協会でお調べし掲載しております。以上の
皆さま以外で受章された方は、総務部（☎ 03-5778-8831、Eメール
somu1@nurse.or.jp）までお知らせください。

として受賞した。
　ほかに、山本詩子氏（山本助産院
院長）、岡本登美子氏（ウパウパハ
ウス岡本助産院院長）、坪井節子氏
（弁護士、社会福祉法人カリヨン子
どもセンター理事長）、古川宣二氏
（医療法人宣誠会古川産婦人科理事
長）、松岡幸一郎氏（松岡産婦人科
医院院長）の各氏と、ダイハツ工業
株式会社も受賞した。


